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海外フィールドワークにおける学習を促す要因の検討

一協働する他者との関わりに注目して_t
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本研究では，海外フィー/レドワークに参加する学生の学習を促す要因を，他者との関わりに着

目して明らかにすることを目的とした.関西大学大学院が行う海外フィールドワークに参加する

学生を対象として，半構造化インタピ、ューを実施した.結果，【研修に参加する教師の状況の理

解】と【活動を継続させるための学生問の協働】というこつの要因がわかった.また実践に参加

する学生の学習は，他者との関わりだけではなく，継続的な参加によって促されていた.海外フ

ィールドワークでは大学の教師と学生聞の関わりに加え，継続的な参加と，学生と現地の人との

関わりや学生聞の相互支援を促す学習環境をデザインすることが重要であることがわかった.
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I 研究の背景

近年のグローパノレ化に伴い，学生を海外へ派遣する

大学が多く見られるようになってきた.これまで学生

の海外派遣の目的は語学研修が中心であったが，最近

では文化の異なる人との協働による問題解決を目的と

した海外フィーノレドワークが見られるようになってき

た(尾崎 2010).早稲田大学では，タンザニアのコミ

ュニティ支援を現地の人たちと協働で行うプログラム

を実施したり(岩井 2010)，関西国際大学では，カン

ボジアのある村落の学校を支援することを目的とした

活動を行ったりしている(山本 2010).海外フィール

ドーワークへの参加は，異文化問の協働に必要な知識の

磁得や態度を醸成する.
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海外フィールドワークへの参加が学生に与える学習

成果については，すでにさまざまな研究がされている.

例えば，海外でのボランティア活動を通して，対象地

域の多様性の理解，問題解決力の向上，主体性の向上

(山本 2010)がみられたり，現地の人との協働作業を

通して.異文化に対するステレオタイプな見方の変化，

異文化に対する関心の向上，異なる価値観の理解が促

されたりする(岩井 2010) ことが報告されている.

このように学生がフィールドワークに参加した学習

成果は報告されているが，その要因については明らか

にされていない.海外フィールドワークのデザインを

検討するためには，学生の学習成果に加えて，それら

がどのような学習環境の中で学ばれたのかを明らかに

することが重要である.

海外フィールドワークにおける学習の要因を分析す

る観点として，本研究では他者との関わりに着目する.

海外フィールドワークに参加する学生は他者との関わ

りの中で学ぶ.WARNER and ESPOSITO (2009)は，海外

フィールドワークに参加する学生の学習と担当教師と

の関わりは切り離せないものであると指摘する.担当

教師は，学生が異文化問のコミュニケーションにおい

て衝突が生じた際に安定をもたらしたり解決のための

糸口を提供したりする役割や，体験を思い出ではなく

学習へと方向付ける役割などを担う.実際のフィール

ドワークでは，学生は教師だけでなく他の学生，協働
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